
資料６ 

関西文化学術研究都市サード・ステージ・プランの概要 

～ 学研都市の新たな展開を目指して ～ 

第Ⅰ部 学研都市の目指すべき方向 

■ 現状の課題 

・都市として総合力の発揮が不十分 

・都市の賑わいや機能が不足 

・クラスター整備の遅れ 

・交通基盤整備の遅れ 

 

■ 学研都市の理念 

①文化学術研究の新たな展開の拠点づくり 

②世界及び我が国の文化学術研究の発展 

並びに国民経済の発達への寄与 

③未来を拓く知の創造都市の形成 

 

第Ⅱ部 理念の実現化に向けた取り組みの方向 

１．学研都市発の新たな文化・学術研究・産業の創造を目指して 

○「持続可能社会のための科学」の推進 

・学際的な研究交流の場「けいはんな 持続可能社会のための科学推進会議（仮称）」の設置 

・関連学術研究機関の積極的な誘致 

○国際研究開発拠点としての学術研究の推進 

・学研都市内外の大学・研究機関等で連合大学院構想を展開し、研究活動を活性化 

・「近畿リサーチ・コンプレックス」の中核及び国際研究開発拠点として、関西の各大学・研究

機関や産業集積地、世界各国の学術研究都市と緊密に連携 

○産学官連携による新産業の創出 

・「けいはんな新産業創出・交流センター」を核とした産学官連携体制の強化 

・研究開発型産業施設や研究成果を活かした生産施設等の立地促進 

・ベンチャー企業等への起業支援や研究開発支援を行う施設の整備充実 

○文化拠点の高度化と新たな文化学術研究の推進 

・国立国会図書館関西館における収蔵能力の拡大に向けた二期事業の推進と、アジア関連情報や

デジタルアーカイブの拠点化 

・平城宮跡における第一次大極殿院の復原事業の推進、平城遷都 1300 年記念事業を契機とした

国際交流・歴史研究の推進 

・自然科学系と人文・社会科学系の大学研究機関の交流連携による新たな文化学術研究の推進 

 

２．アジアをはじめ世界に開かれた都市を目指して 

○国際化に向けた学研都市の活動展開 

・国際化に向けて、世界各国の学術研究拠点との連携、海外企業の誘致等の戦略体制の構築 

○国際化に向けた都市環境の整備 

・相談窓口や交流サロンの設置、教育環境の整備等による外国人居住者のための環境整備 

■ 新たな要請と課題 

・新産業の創出 

・創造的な都市活動の展開 

・国際化に対応した都市の形成 

・新たな都市運営の展開 

 
■ サード・ステージ・プランの視点 

①学研都市の総合力の強化 

②交流連携を通した一体性の確立 

③都市運営に重点をおいた取り組み 



３．未来を拓く知の創造都市の形成 

○目指すべき都市像…「知の創造都市」 

・多様な知による生産や文化の創出を促進する都市環境の形成 

・「持続可能社会」における新たなライフスタイルの創造と発信 

・低負荷型まちづくりと持続可能な社会のあり方を地域で議論する活動の推進 

○良好な街並み及び都市的サービスの向上 

・省エネルギーや高齢化に対応した都市空間の形成 

・「学研都市らしい」良好な景観の形成 

・生活利便施設の充実や賑わいの形成等による都市的サービスの向上 

○自然環境の保全及び市民活動の展開 

・自然環境の保全・活用等を通じた緑とのふれあい活動の推進 

・学研都市の資源を活かした市民と立地機関等による知的交流の推進 

○学研都市における「フィールドの多様な展開」 

・多様な「実証実験」の展開に向けて、関係者による協議の場の設置と推進方策の検討 

・「体験し学ぶ新たな観光」の推進に向けた協議の場の設置と推進方策の検討 

 

 

４．学研都市の活動を支える都市基盤及び交通基盤の整備促進 

○都市基盤の整備促進、未利用地の有効活用 

・主要なクラスターについては、自然環境・農村環境と調和を図りながら、安全・安心で良好な

環境を確保した文化学術研究施設、研究開発型産業施設、住宅等の整備を促進 

・未利用地における土地利用計画の再整理による立地促進 

・駅前におけるエントランスゾーンとしての都市機能集積 

・各クラスターとエントランスゾーンとを連絡する道路等、関連公共施設の整備促進 

○交通基盤の整備促進 

・広域幹線道路の整備促進により、関西国際空港へ１時間、京都・大阪・奈良へ 30 分のアクセ

スを目標 

・学研都市内連絡道路の供用を図り、クラスター間の連結を実現 

・公共交通は持続可能な社会の実現のために大変重要。主要駅のバリアフリー化やバス路線網の

充実等による公共交通サービスの充実強化、利便性の向上 

・環境にやさしく手軽な移動手段である自転車利用の促進 

 

 

５． 「建設推進・高度な都市運営」への新たな展開 

・関西の各界が一体となって学研都市に対する政策意見や必要な施策・プロジェクトを創出・提

案する「学研都市推進のための有識者会議」の構築 

・国、府県、経済団体、中核的機構等による「学研都市を一体化した新たな運営組織」づくり 

・新産業創出・交流センターを核とした学研都市全体の「産学官連携組織」の構築 


